
令和４年度宮島のシカに関する

アンケート調査結果

廿日市市



目 次

１．調査の目的 1

２．調査方法 1

３．集計結果 2

４．アンケート結果について 9

５．（参考）アンケート用紙 12



1

１．調査の目的

宮島シカ保護管理計画の第 2期が改訂され、4年以上が経過した。保護管理は野生動物であるシカと人が適

切な距離を保つことを目指して、餌やりの禁止とゴミの管理の徹底を対策の柱として進めてきた。当初は市街

地中心部に出現するシカの個体数が減少し、餌やり禁止はシカによる被害の削減に向けて効果がみられ始めて

いた。しかし、平成 27 年以降は市街地付近（餌場となる低地）に出現するシカの増加傾向がみられ、最近で

は餌やり禁止の効果が見られなくなった。島外からの恒常的な餌やりが定着したことが原因であると考えられ

る。

そのような現状から、宮島シカ保護管理計画の総括および今後の展開に向けて、宮島町の住民を対象にした

アンケート調査を実施した。住民へのアンケート調査は、保護管理計画が始まって 3年後の平成 23 年度にも

実施している。今後の保護管理対策を検討するうえで、住民の餌やり禁止に対する意識を再確認することが目

的である。

２．調査方法

(1) 対象

宮島町の在住者

(2) 調査時期

令和 5年 2月

(3) アンケートの配布および回収

アンケート用紙は、町内会を通じて宮島町内の全世帯に配り、郵送によって回収した。

(4) 回答者数および属性

発送件数は 753 件である。そのうち 319 件の回収があり、回収率は 42.4％であった。回答者の年齢構成は

表 1、在住歴は表 2のとおりである。

表 1 回答者の年齢構成

表 2 回答者の在住歴

年 齢 20 歳未満 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70 歳以上 無回答

件 数 3 6 18 35 32 55 149 21

在住歴 10年未満 10～19 年 20～29 年 30～39 年 40 年以上 無回答

件 数 30 28 15 26 158 62
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３．集計結果

宮島シカ保護管理対策について

Ｑ１ 廿日市市では、宮島の人とシカが適度な距離を保って共存することを目的として、「餌やりの禁止」を中

心とした「宮島シカ保護管理対策」を進めています。このことを知っていますか。

Ｑ２ 市による「餌やりの禁止」の取組についてどう思いますか。
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Ｑ２－Ａ 賛成について考え方が近いのはどちらですか。

Ｑ２－Ｂ 反対について考え方が近いのはどちらですか。



4

シカの被害について

Ｑ３ 今までに、シカとの事故や、シカから被害を受けたことがありますか。
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Ｑ４ それはどんなことですか。（複数回答可）

【前回の結果】
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Ｑ５ 市街地にシカが定着することによって、シカによる被害だけでなく、シカ自身も影響を受けています。

胃の中にプラスチックごみなどの異物が入り、一部のシカでは健康被害が起きていることを知っていま

すか。

Ｑ６ 宮島では、シカによる森林植生や生態系への影響、そして希少な植物が食害を受ける可能性や森林が衰

退することによる土砂災害の危険性についても指摘されています。そのことについて知っていますか。



7

シカとの共存（今後のシカ対策）について

Ｑ７ 市街地における現在のシカの生息状況（個体数）についてどう思っていますか。

【前回の結果】
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Ｑ８ これからの宮島にとって、シカとのどのような共存の姿を望まれますか。あなたの考え方に近いものを

選んでください。（複数回答可）
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４．アンケート結果について

Ｑ１ 廿日市市では、宮島の人とシカが適度な距離を保って共存することを目的として、「餌やりの禁止」を中

心とした「宮島シカ保護管理対策」を進めています。このことを知っていますか

「保護管理対策を行っていることを知っている」が 107 件、「餌やりの禁止は知っているが、保護管理対策

についてはよく知らない」が 189 件であった。それに対して、「よく知らない」は 5件であり、餌やりの禁止

は住民に周知されていることがうかがえる。しかし、保護管理対策についてはよく知らないと答えた住民が多

かった。保護管理計画の方針や目的、野生動物に対する保護管理の考え方などについて、さらに普及啓発を行

う必要があると考えられる。

Ｑ２ 市による「餌やりの禁止」の取組についてどう思いますか

「賛成（支持する）」と「どちらかといえば賛成」が 240 件で回答者全体の 4分の 3を占めている。一方、

「どちらかといえば反対」と「反対（支持しない）」は 48 件であった。そのうち 16 件は反対についての考え

方として、次の設問で「禁止の呼びかけだけでは不十分なため別の取組みも行ってほしい」と回答しており、

餌やり禁止に反対しているわけではない。「餌やりを解禁してほしい」という意見は 20件であった。

賛成意見 240 件のうち、「現状のままでよい」が 90件に対して、「おおむね賛成だがもっと厳しくしてほし

い」が 130 件と餌やり禁止の徹底を望む回答が多かった。

Ｑ３ 今までに、シカとの事故や、シカから被害を受けたことがありますか

回答者全体の約 8割がシカとの事故やシカからの被害を受けており、人とシカの生活圏が重なることの問題

があらためて明らかになった。

Ｑ４ それはどんなことですか

被害の傾向は平成 23 年度の前回のアンケートの結果と同様であり、シカ問題の改善が進んでいない状況が

示された。

「歩いていて荷物を取られた、自転車から荷物を取られた」、「家や店の中に侵入して郵便物や商品などを荒

らされた、植木や花を食べられた、庭を荒らされた」、「収集日に出したゴミを荒らされた」など比較的軽微な

被害が多かった。しかし、「角で突かれた、けられた、かみつかれた」、「クルマにぶつかった」、「バイクや自

転車にぶつかった、または、ぶつかりそうになって危なかった」といった人身被害につながる回答が 146 件

（それぞれ 46 件、43 件、57 件）あり、きわめて重大な問題である。「フン尿による被害があった」も 146 件

と多く、衛生上の問題が大きい。自由記述の中にも、フン尿による被害の訴えが複数あった。「小さい子ども

を自由に外で遊ばせられなかった」も、シカによる直接的な危険性だけでなく、シカの糞による影響を含んで

いると考えられる。さらに、乾燥した春にシカが毛替わりするため、「シカの毛などでアレルギーがでた」が

37 件あり、健康被害として見過ごすことができない深刻な問題である。また、その他の内容には、ダニによる

被害についても記述されている。
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Ｑ５ 市街地にシカが定着することによって、シカによる被害だけでなく、シカ自身も影響を受けています。

胃の中にプラスチックごみなどの異物が入り、一部のシカでは健康被害が起きていることを知っていま

すか。

宮島の死んだシカを解剖すると、胃（第１胃）の中にビニールや不消化物の塊が見られる。このことに関す

る認知度はとても高いことがわかった。ゴミなどの誤食は餌付けに起因するもので、人慣れして人から餌をも

らうようになると、周りにあるゴミなどを食べるようになる。しかし、実際に餌やりを行う人を含めて、餌が

ないからゴミを食べるという認識の人もいる。餌付けと人慣れの弊害であるという正しい知識を広めることが

必要である。

Ｑ６ 宮島では、シカによる森林植生や生態系への影響、そして希少な植物が食害を受ける可能性や森林が衰

退することによる土砂災害の危険性についても指摘されています。そのことについて知っていますか。

前の設問に比べて、認知度はやや低くなっている。「自分の目で見て気がついている」と「知っている（理

解している）」を合わせると 188 件であるが、「聞いたことがある」が 79 件ある。多くの人が認知しているが、

生態学的なさまざまな問題を含んでおり、わかりやすい情報発信が必要であると考えられる。

Ｑ７ 市街地における現在のシカの生息状況（個体数）についてどう思っていますか。

「もっと少ないほうがいい」が 130 件ともっとも多く、「適切である」が 68 件でこれに続いた。「いないほ

うがよい」という回答も 43件あった。それに対して、「もっと多くてもよい」は 6件と少なかった。基本的に

は保護管理計画を支持する結果であると考えられる。

Ｑ８ これからの宮島にとって、シカとのどのような共存の姿を望まれますか。あなたの考え方に近いものを

選んでください。

「餌やりの禁止を徹底してほしい」が 171 件でもっとも多く、回答者（319 人）の半数以上であった。次に

多かった回答は「シカとの共存は難しく、植生の被害や人との接触事故も発生しているので、捕獲等によって

個体数を減らしてほしい」の 108 件、続いて「人に慣れすぎたシカがいることが問題なので、人とシカの生活

空間を別々にし、山にだけ生息している状態にしてほしい」の 101 件であり、保護管理対策を支持している内

容であった。これらのいずれかを回答している人は 213 件になり、回答者全体の 3分の 2を占めた。

それに対して、「シカせんべいのような限定的な餌やりを解禁してほしい」と「餌やりを解禁してほしい」

のように餌やりを肯定する回答は、それぞれ 37 件と 28件（重複が 5件）であった。一方、「行政がシカの積

極的な管理を行い、餌を与えたり、施設等を作り観光のために活用してほしい」が 91 件と多く、「観光資源と

して人に馴れたシカがいることが好ましいので、市街地のシカを増やしてほしい」の 14 件とともに、人とシ

カとの良好な関係を望んでいることが示唆された。適切な野生動物とのかかわり方を示しながら、地域住民や

観光客とシカの現代的な関係を築いていくことが望まれる。
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自由記述の項目

島外から餌やりに来る方への取り締まりや条例化を求める意見が多く、これまでも課題にされてきたことで

あるが、餌やり禁止の徹底については何らかの追加の対策が必要であると考えられる。反対意見の中には根拠

のないものや事実に基づかないものがあり、情報発信や普及啓発活動の必要性が感じられた。また、観光客へ

の餌やり禁止の周知、マダニの危険性について発信、シカとの接し方など、看板や放送での情報提供について

改めて要望されているものがあった。また、実際のマダニによる被害の報告もあった。現在でも実施している

対策もあるが、効果的な方法については検討すべきである。
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宮島のシカに関するアンケート調査

はじめに、あなた自身について記入してください（該当するものを○で囲んでください）。

※在住歴 宮島に居住している期間

【記入方法】

アンケート用紙は 4ページあります。

(1) 選択項目がある場合には、項目の番号に「○」をつけてください。

(2) 「複数回答可」の質問では、適当と思われるものにすべて「○」をつけてください。

宮島シカ保護管理対策について

Ｑ１ 廿日市市では、宮島の人とシカが適度な距離を保って共存することを目的として、「餌や

りの禁止」を中心とした「宮島シカ保護管理対策」を進めています。このことを知っていま

すか。

１．保護管理対策を行っていることを知っている

２．餌やりの禁止は知っているが、保護管理対策についてはよく知らない

３．よく知らない

Ｑ２ 市による「餌やりの禁止」の取組についてどう思いますか。

１．賛成（支持する）

２．どちらかといえば賛成

３．どちらかといえば反対

４．反対（支持しない）

５．どちらともいえない

Ｑ２－A 賛成について考え方が近いのはどちらですか。

１．現状のままでよい

２．おおむね賛成だがもっと厳しくしてほしい

Ｑ２で「賛成」または「どちらかといえば賛成」と答えた方、その理由を教えてください。

年齢 20 歳未満 20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70 歳以上

在住歴 10 年未満 10～19 年 20～29 年 30～39 年 40 年以上

⇒ Ｑ２－Aへ

⇒ Ｑ２－Bへ （次ページ）
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Ｑ２－B 反対について考え方が近いのはどちらですか。

１．禁止の呼びかけだけでは不十分なため別の取組みも行ってほしい

２．餌やりを解禁してほしい

Ｑ２で「反対」または「どちらかといえば反対」と答えた方、その理由を教えてください。

シカの被害について

Ｑ３ 今までに、シカとの事故や、シカから被害を受けたことがありますか。

１．ある

２．ない ⇒ Ｑ５へ

Ｑ４ それはどんなことですか。（複数回答可）

１．角で突かれた、けられた、かみつかれたなど

２．クルマにぶつかった

３．バイクや自転車にぶつかった、または、ぶつかりそうになって危なかった

４．歩いていて荷物を取られた、自転車から荷物を取られた

５．家や店の中に侵入して郵便物や商品などを荒らされた、植木や花を食べられた、庭を荒らさ

れたなど

６．収集日に出したゴミを荒らされた

７．小さい子どもを自由に外で遊ばせられなかった

８．フン尿による被害があった

９．シカの毛などでアレルギーがでた

10. その他 具体的に（ ）

Q５ 市街地にシカが定着することによって、シカによる被害だけでなく、シカ自身も影響を受

けています。胃の中にプラスチックごみなどの異物が入り、一部のシカでは健康被害が起き

ていることを知っていますか。

１．知っている

２．知らない
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Q６ 宮島では、シカによる森林植生や生態系への影響、そして希少な植物が食害を受ける可能

性や森林が衰退することによる土砂災害の危険性についても指摘されています。そのこと

について知っていますか。

１．自分の目で見て気がついている

２．知っている（理解している）

３．聞いたことがある

４．知らない

５．シカによる影響はほとんどないと思う

シカとの共存（今後のシカ対策）について

廿日市市では宮島のシカの調査を実施し、市街地周辺（大元公園から包ヶ浦まで）に生息するシ

カを約 600 頭と推定しています。市ではシカの保護管理対策を行っています。

Q７ 市街地における現在のシカの生息状況（個体数）についてどう思っていますか。

１．いないほうがよい

２．もっと少ないほうがいい

３．適切である

４．もっと多くてもよい

５．個体数には関心がない

６．その他（ ）

Q８ これからの宮島にとって、シカとのどのような共存の姿を望まれますか。あなたの考え方

に近いものを選んでください。（複数回答可）

１．シカとの共存は難しく、植生の被害や人との接触事故も発生しているので、捕獲等によって

個体数を減らしてほしい

２．餌やりの禁止を徹底してほしい

３．人に慣れすぎたシカがいることが問題なので、人とシカの生活空間を別々にし、山にだけ生

息している状態にしてほしい

４．シカは野生動物であり、個体数が増減することが自然なので、行政がシカのためだけの取組

みをするのはやめるべき

５．現状のままでよい

６．観光資源として人に馴れたシカがいることが好ましいので、市街地のシカを増やしてほしい

７．シカせんべいのような限定的な餌やりを解禁してほしい

８．餌やりを解禁してほしい

９．行政がシカの積極的な管理を行い、餌を与えたり、施設等を作り観光のために活用してほしい

10．関心がない、わからない
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宮島のシカ対策についてご意見やご要望がありましたら、ご自由に記入してください。

以上で質問は終わりです。

ご協力いただき、ありがとうございました。

本調査票を、同封の返信用封筒に入れて、

令和 5年 2月 27 日までにポストにご投函ください。

※1 返信用封筒に、お名前を記入していただく必要はありません。

※2 件数把握のため、アンケート用紙をコピーして使用するなどの行為はご遠慮

ください。

《アンケートの内容に関する問い合わせ》

一般財団法人 広島県環境保健協会 環境保全課 TEL 082-293-1580 まで、お願いいたします。


